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４．株主総会招集通知の登録方法について４．株主総会招集通知の登録方法について
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平成22年3月期決算会社の定時株主総会分から、

株主総会の招集通知等（株主総会招集通知書及びその添付資料）を
取引所に提出することが必要となります。

平成22年3月23日以降、株主総会の招集通知等の登録については、

ＴＤｎｅｔの「縦覧書類」欄の「株主総会招集通知」からご登録ください。

次ページより、登録方法を説明いたします。

概要
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「開示資料の新規作成と提出」を選択します。
「開示資料の新規作成と提出」を選択します。
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「株主総会招集通知」を選択します。
「株主総会招集通知」を選択します。
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全文の「アップロード」を押下します。
全文の「アップロード」を押下します。

②インデックス
情報の入力

①全文PDFの
登録
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「全文PDF」を指定して、「保存」を押下します。
「全文PDF」を指定して、「保存」を押下します。

②インデックス
情報の入力

①全文PDFの
登録
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②インデックス
情報の入力

①全文PDFの
登録

「全文PDF」が、「登録済み」になります。
「全文PDF」が、「登録済み」になります。
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・「表題」の入力は必要。
・公開項目は自動付与されるため選択不要。

・「表題」の入力は必要。
・公開項目は自動付与されるため選択不要。

①全文PDFの
登録

②インデックス
情報の入力
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５．公開項目の追加、変更について５．公開項目の追加、変更について
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公開項目の追加、変更一覧

半期報告書の適正性に関する確認書四半期（半期）報告書の適正性に関する確
認書

変更6

上場申請のための半期報告書上場申請のための四半期（半期）報告書変更5

－財務会計基準機構の加入状況等追加4

－重要な欠陥、評価結果不表明の旨を記載す
る内部統制報告書の提出

追加3

－投資に関する説明会資料（マザーズ）追加2

（※１）株主総会招集通知追加1

公開項目名（旧）公開項目名（新）区分no

（※１）開示資料の登録時のインデックス情報入力では、公開項目が自動付与されますので、
選択画面には表示されません。
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第二章
システム切り替え前後の留意点
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システム切り替え前後の留意点システム切り替え前後の留意点

１．一時保存データの取り扱いについて

２．開示済み数値データ（XBRL）の取り扱いについて

３．数値データ（XBRL）様式の再設定について

全上場会社
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１．一時保存データの取り扱いについて１．一時保存データの取り扱いについて
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今般のシステム改修に伴いまして、3月22日以前に作成され、TDnet上に一
時保存されている全データを削除いたします。
削除される開示情報は、会計基準、資料種別を問わず、全上場会社の全て
の一時保存データです。
→「作成中開示情報一覧画面」から作成中の情報が全て削除されます。

（※）通告担当者により差し戻された、「提出済み開示情報一覧画面」に表示されているデータも同様の扱いとなります。

【重要】
3月23日以降に開示資料の提出を行う場合は、
3月23日以降に「開示資料の新規作成と提出」より開示資料を新規に作成し
てください。

（※）ただし、3月23日以降に作成したデータの一時保存は可能です。

一次保存データの取り扱いについて
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一次保存データの取り扱いについて

作成中開示情報一覧画面

「開示情報の継続作成と提出」
「開示情報の継続作成と提出」
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一次保存データの取り扱いについて

作成中開示情報一覧

2010/3/21以前 2010/3/22

3月22日時点で、一覧が空になります。
ただし、3月23日以降に作成した開示資料の
一時保存は可能です。
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２．開示済み数値データ（XBRL）の取り扱いについて２．開示済み数値データ（XBRL）の取り扱いについて
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今般の開示様式の変更により、3/22以前に開示し、表中「不可能」となっている開示資料については、
「数値データの追加訂正」の一覧画面から削除いたします。
したがいまして、削除された開示資料については、開示済みの数値データを元に修正して提出することが
不可能となります。
表中「不可能」となっている開示資料について、数値データの追加または訂正を行う場合は、
「開示資料の新規作成と提出」から、変更後の数値データを新規に登録してください。

不可能（※1）

可能

可能

決算短信

（通期）

不可能（※1）

可能

可能

決算短信

（四半期）

可能可能不可能
米国基準

可能可能不可能
日本基準

（非連結）

可能可能不可能
日本基準

（連結）

CG報告書配当予想の

修正

業績予想の

修正

会計基準

数値データの追加訂正が不可能になる開示資料について

(※1) 「数値データの追加訂正」画面より削除される開示資料は、現在TDnetオンライン登録サイトに

て「米国会計基準」を選択している会社ではありません。開示時点で、「米国会計基準」を選択していた
開示資料が対象となります。

（例：日本会計基準から米国会計基準に変更した会社

→日本会計基準の時に開示した開示資料は削除されない。）
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数値データの追加訂正

数値データの追加訂正画面

「数値データの追加訂正」
「数値データの追加訂正」
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数値データの追加訂正

前述した削除対象の開示情報は
表示されません。
・業績予想の修正
・通期・四半期決算短信（米国基準のみ）

数値データの追加訂正画面



99

３．数値データ(XBRL）様式の再設定について３．数値データ(XBRL）様式の再設定について
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必要必要必要
米国基準

必要不要不要
日本基準

（非連結）

必要不要不要
日本基準

（連結）

業績予想の

修正

決算短信

（四半期）

決算短信

（通期）

会計基準

数値データ(XBRL)様式の再設定が必要となる開示情報について

今般の開示様式変更に伴いまして、3/22以前に「数値データ（XBRL）様式の設定」から設定いただいた各社の
開示様式をリセット（初期化）します。

以下の表にて、「必要」と記載さている開示資料について、3月23日以降に開示資料を作成する場合は、
必ず「数値データ（XBRL）様式の設定」にて、様式のカスタマイズを行ってください。

※「不要」と記載されている開示資料については、様式はリセットされませんので、
必ずしも再設定を行う必要はありません。（必要に応じて実施してください。）
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数値データ（XBRL）様式の再設定について

数値データ（XBRL）様式の設定

「数値データ（XBRL）様式の設定」
「数値データ（XBRL）様式の設定」
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数値データ（XBRL）様式の再設定について

数値データ（XBRL）様式の設定

再設定する様式を選択してください。
設定方法は、当教材の
「開示資料の作成方法の変更について」を
ご覧ください。

再設定する様式を選択してください。
設定方法は、当教材の
「開示資料の作成方法の変更について」を
ご覧ください。




